
４年理科（ab問題）（その１）（2024.１.19～20）

題 目 棒 の つ り 合 い
ぼう

※ 答えは，別紙の解答らんに書き入れなさい。
べっ し かいとう

棒のつり合いについて，次の問いに答えなさい。
ぼう

問１ （図１）のように，太さが一様な棒の中央をつるすと，棒が水平に
いちよう

なりました。このとき，ひもでつるしているところを何といいますか。

ひらがな３字で答えなさい。

問２ （図２）のように，（図１）の棒の両はしに10ｇの同じかごをつ

るすとどうなりますか。下から選び，記号で答えなさい。
えら

(ｱ) 右が下がる。 (ｲ) 左が下がる。

(ｳ) 水平になってつり合う。

問３ （図２）の右側のかごを，①・②のようにしました。棒のつり合
みぎがわ

いはどのようになりましたか。あとの(ｱ)～(ｳ)から選び，それぞれ記

号で答えなさい。

① 右側のかごのひもを短く結ぶ。 ② 右側のかごを左に移動する。
むす い どう

(ｱ) 右が下がる。 (ｲ) 左が下がる。 (ｳ) 水平になってつり合う。

問４ （図３）のように，左側のかごに30ｇのねん土のかたまりを入れ

ました。棒を水平にするには，右側のかごに10ｇのおもりを何個入れ
こ

るとよいですか。数字で答えなさい。

食 塩水について，次の問いにそれぞれ記号で答えなさい。
しょくえんすい

問１ 食塩水をガラス棒で１てきスライドガラスにとり，アルコールランプで熱して水分を蒸発させ
ぼう ねっ じょうはつ

るとどうなりますか。下から選びなさい。
えら

(ｱ) 白い固体が残る。 (ｲ) 何も残らない。 (ｳ) 黒くこげる。
こ たい のこ

問２ 食塩水を青色リトマス紙と赤色リトマス紙にそれぞれつけると，リトマス紙の色の変化はどの
へん か

ようになりますか。下から選びなさい。

(ｱ) 青色リトマス紙だけ色が変わる。 (ｲ) 赤色リトマス紙だけ色が変わる。
か

(ｳ) どちらも色が変わる。 (ｴ) どちらも色が変わらない。

問３ 食塩水にはにおいがありません。においがある水溶液はどれですか。下から選びなさい。
すいようえき

(ｱ) 石灰水 (ｲ) ホウ酸水 (ｳ) アンモニア水 (ｴ) 炭酸水
せっかいすい さんすい

問４ 問１～問３と同じようにして，水分を蒸発させたとき・リトマス紙につけたとき・においを調

べたときの結果が，食塩水とすべてちがう水溶液はどれですか。下から選びなさい。
けっ か

(ｱ) ホウ酸水 (ｲ) 砂糖水 (ｳ) アルコール水溶液 (ｴ) 塩酸
さ とう
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（図１）のような，同じ間かくで穴をあけた，太さが一様な棒の中央を糸でつるすと，水平になっ
あな いちよう ぼう

てつり合いました。これについて，次の問いに答えなさい。ただし，おもりと皿，皿にのせるもの以
い

外の重さは考えないものとします。
がい

問１ （図１）の棒の③と⑧に，10ｇのおもりを３つずつつるしました。これについて，下の問いに

それぞれ記号で答えなさい。

(1) 棒はどうなりましたか。下から選びなさい。
えら

(ｱ) 左が下がった。 (ｲ) 右が下がった。 (ｳ) 水平になってつり合った。

(2) ③につるした３つのおもりを取りはずして，３つとも①につるすと，棒がかたむきました。こ

の棒を水平につり合わせるには，⑧につるしている10ｇのおもりをどうすればよいですか。下か

ら選びなさい。

(ｱ) １つふやす。 (ｲ) ２つふやす。 (ｳ) １つへらす。 (ｴ) ２つへらす。

問２ （図１）の棒の③に皿，⑧に10ｇのおもりを１つつるすと，棒は水平になってつり合いました。

（図２）のようにして，この皿に重さのわからないつみ木をのせ，⑧に10ｇのおもりを６つつるす

と，棒は水平になってつり合いました。これについて，下の問いに答えなさい。

(1) 皿の重さは何ｇですか。数字で答えなさい。

(2) 皿にのせたつみ木の重さは何ｇですか。数字で答えなさい。

(3) （図２）のあと，さらに20ｇのねん土を皿にのせると，棒がかたむきました。この棒を水平に

つり合わせるにはどうすればよいですか。あてはまる方法を下から選び，記号で答えなさい。
ほうほう

(ｱ) 皿を③から④に動かす。 (ｲ) 皿を③から②に動かす。

(ｳ) おもりをすべて⑧から⑨に動かす。 (ｴ) おもりをすべて⑧から⑦に動かす。
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